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尋常性天抱摘は皮膚表皮細胞間のデスモソーム形成に

関わるデスモグレイン 3 に対する自己抗体により全身

の皮膚粘膜に水植を来す自己免疫性暁忠である。これ

までに買癌暗抗体には病因性抗体と非病因性抗体があ

ること、買癌措抗体刺激により p38MAPKや RhoA な
どを介したγグナル経路を介して細胞骨織に変化が生
じること、 Dsg3 大損デスモソームが形成され輔融解す

ることが明らかにされている。 われわれは、荊因シグ
ナルをさらに解析する目的で、プロテオーム解析を行

った。方法 培費表皮細胞を病因性モノクローナル抗

体(皿Ab)AK23 と非病因性 mAbAK20 で刺激佳可溶化

し、 1D ゲルで分隊能分子量ごとにゲルを切り出し、消

化桂 protomap でプロテオーム解析を行った。 AK23、

Al\:20 それぞれに分子の増減がみられ、コントロール

(艶処理)と比べ AK23 刺激桂に変化が現れる分子とし

て 47 種、 AK20 刺激桂に発現が変化したタンパク質と

して 37 種の分子を同定した。 それらの中には細胞接着
分子、細胞周期調節分子、ユピキチン化に関連する分

子などこれまでの報告では n'g のシグナルや買値癒の

柄態との関連が報告されていないものが多く含まれてい

た。 現在、ウエスタンプロットで亮現の変化を確認し、

機能的な解析を進めている。


